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　2月17日、早稲田大学マニフェスト研究所の

長内紳悟氏を講師に迎えて議題「議会の政策と

I C T・デジタル化」について独自研修会を行っ

た。

　講演ではまず、議会における政策形成と議論

について語られた。『「問題」とは現状とあるべ

き姿のギャップであり、現状に対する認識やあ

るべき姿の描き方は人それぞれ違う。ギャップ

が大きいほどその人の問題意識は大きくなり、

ギャップが大きい人も小さい人もいるため、そ

れを問題と思うかは人それぞれ異なる。ある人

にとっての問題が他の皆にとっても「それは皆

で解決する、しなければならない問題だ」と共

有されて初めて「問題」から「課題」へと昇華

される。ここから政策が生まれてくる。』さらに、

『議論の際には、「事実」と「意見」を区別して

伝え、相手の意見に耳を傾け、否定せず、断定

せず、自分の意見を変えることを歓迎すること

が必要』との指摘を受けた。

　また、I C T・デジタル化については、新型

コロナ蔓延防止対策の観点から地方議会でもタ

ブレット導入が進んでおり、「オンライン会議」

や住民を交えた「オンライン意見交換会」、「オ

ンライン行政視察」、「オンライン政策アドバイ

ザー」などの活用が全国で行われているという。

タブレット活用に関しては、まず操作に慣れる

ことが重要であり、多方面に活用ができれば面

白いだろうと感じた。

　議員からペーパーレス化についての質問など

があったが、ペーパーレス化に関しては一挙に、

画一的に進めるのではなく、状況に応じて進め

るのがいいのではないかなどの意見を述べられ

た。

 　最後に、長内先生は崇城大学の非常勤講師

も務めておられるので今後も情報交換を密にし

ながら議会活性化を図っていきたい。

独自研修

初！オンライン研修
広報編集特別委員会　副委員長　田上　忍

議長をはじめとして 8 人は庁舎内会議室など 4 部屋に分かれて、井藤、増田、岩永、福永、田上忍、井本
の６名は自宅から参加し、タブレット活用のオンライン研修を初めて行った。
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　新型コロナウイルス感染症の影響で議会報告会が２年連続で中止となってしまいました。このままでは町
民の皆さまのお声をお聞きする機会が減ってしまい、代表機関としての役割を十分に果たすことができませ
ん。そこで、アンケートを実施することにしました。皆さまの御船町議会に対するご意見、ご感想などをぜ
ひお寄せください。

回 答 期 間

回 答 方 法

３月31日(木) ～４月15日(金)

③裏面 (P4) の回答用紙に記入し議会事務局に持参する

①裏面 (P4) の回答用紙に記入しFAXで送る
096-282-1476（議会事務局）

②裏面 (P4) の回答用紙に記入し郵送する
〒 861-3296　御船町大字御船 995-1
　御船町役場 3 階　議会事務局　宛

※裏面の回答用紙は人数分コピーしてご使用いただけます。
※回答用紙の送付に係る費用は各自にてご負担をお願いします。

④右の QR コードを読み取ってオンラインで回答する

特
企
別
画 アンケート企画　第２弾！

今度は
議会！
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（問１） 議会の様子を見たことがありますか　※複数回答可

□実際に議場や委員会室で傍聴したことがある　 □インターネットの一般質問を見たことがある
□役場内で配信されている映像を見たことがある　□見たことがない

（問２） あなたは議員を知っていますか

□面識がある議員がいる　□面識はないが名前・顔は知っている議員がいる　 □だれも知らない

（問３） あなたは御船町議会に関心がありますか

□関心がある　□どちらかと言えば関心がある　□どちらかと言えば関心がない　□関心がない

（問４） あなたは今の御船町議会を評価できますか

□評価できる	 （→問 4 - 1 へ）　　　□どちらかと言えば評価できる	 （→問 4 - 1 へ）　
□評価できない	（→問 4 - 2 へ）　　　□どちらかと言えば評価できない	（→問 4 - 2 へ）

（問４- １）「評価できる」「どちらかと言えば評価できる」理由は何ですか　※複数回答可
□町長や行政に対するチェックが出来ているから　□行政に町民意見が反映されているから　
□町民への説明責任・情報提供がされているから　□条例の制定・政策提言がされているから
□何となく　□その他 (　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（問４- ２）「評価できない」「どちらかと言えば評価できない」理由は何ですか　※複数回答可
□町長や行政に対するチェックが出来ていないから　□行政に町民意見が反映されていないから
□町民への説明責任・情報提供がされていないから　□条例の制定・政策提言がされていないから
□何となく　□その他 (　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（問５） あなたが期待する議会の役割は何ですか　※複数回答可

□町長や行政に対するチェック　　　□町民意見の反映　
□町民への説明責任・情報提供　　　□条例の制定・政策提言　
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
（問６） その他、御船町議会に対するご意見等ありましたらご自由にお書きください。

FAX で送信する→０９６－２８２－１４７６

御船町議会

町民アンケート
※この回答用紙は人数分コピーしてご使用いただけます

オンライン回答は
コチラから→

【年代】　10 代以下　　20 代　　30 代　　40 代　　50 代　　60 代　　70 代以上
【性別】　答えない　　男性　　女性　　
【住まい】※旧小学校区でお答えください
御船　滝尾　水越　七滝　上野　田代東部　田代西部　木倉　高木　小坂　町外・わからない

【職業】　会社員　　会社役員・会社経営　　公務員　　農林水産業　　自営業　　
　　　　専業主婦 ( 夫 )　パート・非正規　　学生・生徒　　無職　　その他

今度は議会！
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私、井本昭光は、昨年５月に体調を崩し入院、通院治療を続け
ておりました。１日でも早く元気になって再び議員の皆様と一緒
に御船町のことを話し合い、町民の皆様のお役に立てるよう治療
に専念しておりましたが、回復までにもうしばらく時間が必要で
ある事、思うように議員活動ができず皆様にたくさんのご心配、
ご迷惑をおかけしてしまう事などを理由に、令和４年３月 31 日

をもって議員職を辞職させていただくことになりました。
初当選から 23 年間、町民の皆様に支えられ、心強い仲間と共に御船町の発展の為に精

一杯力を尽くしてまいりました。道半ばにしてこのような形での辞職となり大変申し訳あ
りません。

これからは一町民として、御船町の発展の為、微力ながら自分にできることを頑張って
まいります。

最後に御船町町民の皆様、長きにわたりあたたかいご支援を頂き本当にありがとうござ
いました。

今後も御船町の発展と皆様のご健勝を心よりお祈りいたしております。
御船町町議会議員 井本 昭光

ウクライナ侵攻に断固抗議します

　ロシアのプーチン政権は、我が国を含む国際社会が強く自制を求める中、本年２月24日に
ウクライナへの侵攻を開始した。これは国際連合憲章の明らかなる違反であり、国際社会の秩
序を著しく損ない、国際平和と安全を脅かす行為そのものである。
　侵攻を受けたウクライナに広がる惨状は、2016年の熊本地震の被災地である御船町におい
て、私たちが直面した被災状況を思い起こさせるものであり、それが人の手によるものである
という事実は看過できない。
　よって御船町議会は、一連の侵攻行為によって奪われた、ウクライナ人、ロシア人、その他
多くの尊い人命に対して心より哀悼の意を表するとともに、ロシアによるウクライナ侵攻に断
固抗議し、ロシア軍がウクライナの国土から即時無条件で撤退するように強く求める。
　同時に、世界各地で散見されるようになったロシア国民等に対する感情的暴力行為や誹謗中
傷等は、当然許されない行為であることも忘れてはならない。
　以上、決議する。
　令和４年３月１０日

熊本県御船町議会　

御船町議会は、ロシアのウクライナ侵攻に対して断固抗議する決議を全会一致で可
決しました。ウクライナ支援活動が各種団体で行われていますのでお知らせします。

ロシアによるウクライナ侵攻に断固抗議する決議

辞職のごあいさつ
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  ８日（金）	 全員協議会

14日（木）	 議会

議会の予定4月

ひと

かがやく
町には丁寧な説明を求める

　

私
は
、
重
機
と
伐
採
を
主
と
し
た
林

業
を
営
ん
で
お
り
、
県
内
各
地
の
山
林

へ
足
を
運
び
休
む
暇
な
く
毎
日
汗
を
流

し
て
お
り
、
身
体
は
健
康
そ
の
も
の
で

す
。

　

緑
の
山
々
に
囲
ま
れ
、
澄
ん
だ
き
れ

い
な
水
と
空
気
と
、
人
間
味
あ
ふ
れ
る

上
野
地
区
で
あ
れ
ば
こ
そ
健
康
に
も
恵

ま
れ
て
い
る
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

家
庭
的
に
は
や
さ
し
い
妻
と
子
ど

も
・
孫
に
囲
ま
れ
、
齢
60
歳
に
し
て
今

年
12
人
の
孫
の
じ
い
様
と
な
り
、
に
ぎ

や
か
で
楽
し
く
、
益
々
仕
事
に
精
を
出

し
、頑
張
ろ
う
と
決
意
を
し
て
い
ま
す
。

楽
し
い
家
庭
を
作
る
の
が
男
の
夢
で
あ

り
、
私
の
生
き
ざ
ま
と
肝
に
銘
じ
、
ど

ん
な
つ
ら
い
困
難
に
も
果
敢
に
挑
戦
し

て
い
く
つ
も
り
で
す
。

　

現
在
、
上
野
地
区
に
ご
み
処
理
施
設

建
設
の
話
が
出
て
い
ま
す
。
上
益
城
５

町
の
計
画
と
い
う
こ
と
で
か
な
り
の
大

型
施
設
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
う
な
る
と

環
境
汚
染
問
題
を
は
じ
め
、
相
当
数
の

大
型
車
の
通
行
で
子
ど
も
の
通
学
の
安

全
確
保
や
地
域
住
民
の
生
活
に
も
影
響

が
全
く
無
い
と
は
思
わ
れ
ま
せ
ん
。
こ

の
問
題
に
対
し
て
上
野
地
区
で
は
不
安

や
疑
問
が
飛
び
交
っ
て
い
ま
す
。
住
民

の
理
解
が
あ
っ
て
こ
そ
の
事
業
と
思
い

ま
す
。
町
当
局
は
将
来
、
子
ど
も
や
孫

に
憂
い
を
残
す
こ
と
な
く
、
住
民
の
声

に
耳
を
傾
け
、
不
安
等
を
解
消
す
べ
く

十
分
で
納
得
で
き
る
説
明
を
生
活
し
て

い
る
住
民
の
立
場
に
な
っ
て
繰
り
返
し

行
い
、
信
頼
に
値
す
る
行
政
を
や
っ
て

頂
き
た
い
と
心
か
ら
念
願
し
て
い
ま

す
。

　

他
国
で
今
、
起
き
て
い
る
よ
う
な
争

い
ご
と
は
誰
も
望
み
ま
せ
ん
。
事
業
遂

行
に
し
ろ
中
止
撤
回
に
し
ろ
住
民
の
理

解
が
最
優
先
と
思
い
ま
す
。

議会HPはこちら

モニター
コラム

私
は
議
会
広
報
誌
「
あ
お
ぞ
ら
21
」

に
関
心
を
寄
せ
て
い
ま
す
。
昨
年
三
月

の
議
会
報
告
か
ら
「
あ
お
ぞ
ら
21
」
が

誌
面
刷
新
さ
れ
、
新
し
い
「
あ
お
ぞ
ら

21
」
に
進
歩
し
発
展
し
続
け
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
さ
ら
に
良
い
も
の

に
し
て
い
く
た
め
、
①
読
み
方
も
意
味

も
分
か
ら
な
い
漢
字
に
振
り
仮
名
を
振

る
②
写
真
の
説
明
文
は
大
き
く
③
表
や

グ
ラ
フ
を
多
用
し
（
近
隣
町
と
の
比
較

の
参
考
に
）
④
企
画
や
特
集
に
取
り
組

み
、
も
っ
と
分
か
り
易
く
、
読
み
手
の

興
味
を
引
く
も
の
を
作
っ
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。
今
回
、
議
会
広
報
編

集
特
別
委
員
会
で
、
こ
れ
ま
で
に
な
い

新
た
な
試
み
と
し
て
議
会
広
報
「
あ
お

ぞ
ら
21
」
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
こ
の
よ

う
な
活
動
を
定
期
的
に
行
い
、
町
議
会

を
も
っ
と
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
な
議
会
広
報
誌
「
あ
お
ぞ
ら
21
」

の
作
成
を
目
指
し
、
こ
れ
か
ら
も
広
報

委
員
会
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
下

さ
い
。
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

モニター
コラム

■
議

会
広

報
編

集
特

別
委

員
会

 （
委

員
長

）井
藤

は
づ

き
（

副
委

員
長

）田
上

忍
　

　
　

　（
委

員
）藤

川
博

和
、

福
永

啓
、

森
田

優
二

、
田

上
英

司
■

発
行

：
熊

本
県

御
船

町
議

会
　

■
責

任
者

：（
議

長
）池

田
浩

二
　

　
住

所
：

〒
861-3296

熊
本

県
上

益
城

郡
御

船
町

大
字

御
船

995-1　
電

話
096-282-1386　

FAX096-282-1476　
メ

ー
ル

：
gikai@

tow
n.m

ifune.lg.jp

村上武士
元議会モニター

（現在熊本市在住）

創立100周年で御船高校に導入された
マシニングセンタ

（PC制御で金属を加工する工作機械）

日向
本田重登

議
会
モ
ニ
タ
ー
を

　
　
　
　
　
務
め
て


